
平成３０年度あきる野市教育の日　
第２３回未来を築く青少年健全育成あきる野市大会

第45号 平成３１年３月１日　編集・発行／あきる野市教育委員会
〒197-0814　あきる野市二宮３５０　☎０４２（５５８）１１１１（代）

広報 教育あきる野広報 教育あきる野

　
平
成
30
年
12
月
１
日
㈯
に
第
23
回
未
来
を

築
く
青
少
年
健
全
育
成
あ
き
る
野
市
大
会
を

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
中
学
生
の
主
張
大
会
と
小

学
生
の
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
中
学
生
の
主
張
大
会
は
、
市
内
在
住
・
在

学
の
中
学
生
の
応
募
者
１
１
７
９
人
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
生
徒
が
、
自
身
の
考
え
、
願
い

や
希
望
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
は
、
市

内
10
小
学
校
の
う
ち
５
校
の
代
表
者
が
人
権

に
つ
い
て
の
考
え
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
７
中
学
校
で
各
校
の
紹
介
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、
会
場
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
発
表
者
と
発
表
作
品
は
次
の
と
お
り
で

す
。
︵
敬
称
略
︶
※
各
賞
ご
と
の
発
表
順

【中学生の主張大会】　※各賞ごとの発表順、敬称略

【小学生の人権メッセージ発表】　※発表順、敬称略

【中学生の主張大会入選者】　※敬称略

賞 学校名 発表者 発表作品

学校名 発表者 発表作品

最優秀賞

優秀賞

優良賞

観客賞

西秋留小学校

南秋留小学校

一の谷小学校

増戸小学校

東秋留小学校

増戸中学校

御堂中学校

五日市中学校

東中学校

秋多中学校

五日市中学校

東中学校

西中学校

東海大学菅生高等学校中等部

御堂中学校

秋多中学校

西中学校

東海大学菅生高等学校中等部

増戸中学校

増戸中学校

清水　太陽

陶山　愛嘉

萩原　樹

榎戸　りおな

田邉　みお

立石　糸

尾又　杏佳

青田　美憂

髙橋　昂汰

山内　遥大

平野　詩織

石川　実怜

水尾　春翔

加藤　琉花

清水　太陽

人の影響力

世界に平和な日が訪れるために。

災害から命を守るために

感謝を忘れないで

人間の強み

素晴らしい世の中になるために

広まれ！「ヘルプマーク」

東日本大震災による今

生きている証拠

平和を願い

人のためになること

人と言葉

ヘルプマーク

自分と障害者差別

人の影響力

小棹　陽玖

幸田　優里

寺井　幸穂

大澤　姫楽良

山田　ゆな

よりよい未来のための第一歩

いじめについて考えること

幸せにつながる言葉

よりよい社会をめざして

友達のやさしさと思いやり

　 　 　 　 秋 多 中 学 校

中野　凛花

本田　樹里

　 　 　 東 中 学 校

井ノ山　一千翔

鳴海　美咲紀

　 　 　 西 中 学 校

川内谷　帆波

谷口　陽斗

　 　 　 　 御 堂 中 学 校

篠原　茄織

下元　香凜

　 　 　 　 増 戸 中 学 校

齋藤　優奈

坂本　瑶夏

　　　　　五日市中学校

岩濱　ゆら

市倉　佳純

　　　東海大学菅生高等学校中等部

村岡　拓哉

大柳　亮太

野田　菜月

山本　啓太

吉新　太一

内田　俊輔

小峰　佳奈

平澤　心大

鶴田　莉菜

長谷川　明奏

三堀　颯大

市川　陽輝

加藤　麻菜美

鈴木　理心

松本　翔太

森下　人和

山岸　心美

岩木　葵

髙橋　陽南

中山　結那

内藤　愛海

菅原　桃香

福井　颯太

本の大切さ

いつか私も

将来の夢

児童虐待について

私たちにできること

「男女平等」の現実

ＬＧＢＴ

障害のある人にも輝ける場を

今でも続く男女差別

平和な国にするために。

男女平等な社会を送るために

職場体験で学んだこと

日本の外来種問題について

いじめについて

子育てしやすい社会に

犬・猫の殺処分について

ボランティアについて

字や絵が上達するためには

人権の価値

高齢者を大切にする心

障害者に対しての意識

児童の人権とは

オリンピック

接し方について考える

共に生きる

東日本大震災を振り返ってみて

「普通」という基準

障害者のすごさ

間近にある障害者差別

いじめのない明るい未来へ

勇気を出すこと

悔しさを成長に

ボランティア活動から学んだこと

戦争と平和維持

外国人との関わり


